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　平成２２年７月２８日に、「花粉の世界をのぞいてみよう ～小さな花粉の大きな秘密～」をテーマに、夏休み親子
科学教室を開催しました。参加者は小学生１２名、保護者８名で、花粉管が伸びる様子や様々な種類の花粉を顕微
鏡で観察したり、花粉の模型づくりなどを体験しました。教室の様子は、当所のホームページに掲載しておりま

すのでご覧ください。
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芋

　手足口病は、その名のとおり手・足・口の中の病変を

特徴とする夏のこどもの病気です。ウイルスに感染する

と３－４日で手のひら、足のうら、口の中に小さな水ぶ
くれ（水疱）を形成します。発熱は軽度で、ほとんどの

こどもは１週間以内でなおります。時々大人で感染して
発症することもありますが、概して、大人は小児期に感

染して免疫を持っているはずです。

　一般的に感染症は、かかったことのある人（免疫があ

る人）が増えると流行が小さくなり、かかったことのな

い人が増えると流行の規模が大きくなります。だから感

染症は大小の流行を繰り返します。手足口病でいえば、

３－４年毎に流行があり、県内では、２０００年、２００３年、
２００７年に引き続き２０１０年の患者報告が多くなっています
（図１）。 
　手足口病の病原体はエンテロウイルスという夏かぜを

おこすウイルスの仲間です。ほとんどのケースは軽症で

推移すると上述しましたが、２０世紀の終盤から、理由は
わかりませんが、アジア地域でエンテロウイルス７１型に
よる手足口病で脳炎などの合併症をおこして死亡する

ケースが多発しています。

　このことを受け、私たちは県民を対象に手足口病をお

こしたエンテロウイルス７１型の遺伝子を解析しました。
その結果、山形で流行したウイルスの型がＣ１→Ｂ２→
Ｃ２（Ｂ４）→Ｃ４（Ｂ５）と変遷して来ていることが
わかりました（図２）。さらによく調べてみると、これ
らの山形で見つかったものと同じタイプのウイルスが

オーストラリア・台湾・シンガポール・中国など、アジ

ア環太平洋地域にも分布していることがわかりました。

現代のウイルス学の考え方からいえば、こうした事実

は、エンテロウイルス７１型が、アジア環太平洋地域で変
化しながら、ヒトとともに大移動しているということに

なります。そういえば、２０１０年の新型インフルエンザは
あっという間に世界中に広がりました。インフルエンザ

に限らず、ヒトに病気をおこすウイルスは、パスポート

も持たずに国境を越えて常に移動しているのです外

　私たちはこうした病原体の動向を見極めるため、感染

症発生動向調査事業を実施し、県内で流行している感染

症及びその病原体の調査研究を実施しています。どうぞ

県民の皆さまのご理解とご協力を今後とも宜しくお願い

いたします。　　　　　　　　　（副所長　水田　克巳）

国境を越える手足口病の原因ウイルス

 図２　山形県におけるエンテロウイルス７１型の月別・遺伝子型別分離数、及び各遺伝子型の報告国

　　　（病原微生物検出情報３１：p１０４より改変）

 図１　１９９９年から２０１０年の山形県における手足口病の患者報告数（２０１０年８月１０日現在）
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　温泉水をくみ上げる際に、温泉水中から気泡が発生す

る場合があります。これは温泉付随ガスと呼ばれるもの

で、多くはメタン、二酸化炭素、水蒸気であり、硫化水

素が微量含まれる場合もあります。このなかでメタンガ

スは無色無臭のため存在がわかりにくく、空気中に５～
１５％の濃度で含まれると、引火して爆発をおこす危険が
あります。平成１９年６月に東京都渋谷区の温泉施設で、
温泉付随のメタンガスが原因と思われる爆発事故が発生

し、３名の方が亡くなる惨事がありました。この事故を
受けて温泉法が改正され（平成２０年１０月１日施行）、温
泉をくみ上げる事業者に対して温泉の掘削時や採取時に

可燃性天然ガスに対する安全対策が義務付けられました。

　温泉施設等の事業者はメタンガス含有の有無について

測定による確認が必要とされ、測定の結果メタンガス濃

度が基準値以下であれば、その旨を都道府県知事に申請

して確認を受け、手続きは終了となります。しかしメタ

ンガス濃度が基準値を超えた場合は、温泉水からガスを

分離するガスセパレーターの設置等の安全対策が必要と

なります。さらにその分離したメタンガスが発生する施

設（ガスセパレーターなど）には適切な排気口を設置

し、周辺の立入り禁止や火気使用禁止措置が必要となり

ます。ガスの発生施設が屋内にある場合は換気設備やガ

ス警報機の設置なども必要となります。そのような安全

対策をとった上で都道府県知事に温泉採取の申請をし、

許可を得ることとなります。（図１参照）

　このようにして、山形県内の対象となる既存の施設等

については、期限となる平成２２年３月３１日までに、安全
のための確認と対策がとられました。今後新たに温泉を

くみ上げるという場合にも、許可申請の際に同様の測

定、必要に応じて安全対策が必要になります。

　地球からの恵みである温泉は、日々の生活の癒しの象

徴でもありますが、そうあり続けるために、メタンガス

をはじめとした危険なもの、有害なものに対しての適切

な管理が必要であることも確かなのです。　　　　　　

（理化学部　鑓水いずみ）

温泉施設での可燃性天然ガス事故を防ぐために
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図１　可燃性天然ガスについての許可申請、確認申請の流れ

　　　（環境省発行「温泉施設での可燃性天然ガス事故を防ぐために」より抜粋）



　マメ科の植物には食用や薬用になるものがたくさんあ

ります。形態的にみても他の科の植物と区別しやすい特

徴があり、葉は、一般に羽状複葉で互生し、花は蝶形、

種子はサヤの中にできます。

　また、マメ科で栄養機能や食品機能が高いものに大豆

があり、これについては「薬になる植物」（６５）で既に述
べました。その他、クズ（１５）、カンゾウ（２９）、アズキ
（３１）、サイカチ（８２）についても紹介しました。さら
に、ネムノキ、カワラケツメイ、センナ、ハブソウ、エ

ビスグサ、オウギ、キバナオウギ、ナタマメ、エニシ

ダ、タンキリマメ、クララ、エンジュ、アカツメクサな

どもマメ科の薬草です。今回はこれらのうち、キバナオ

ウギについて紹介したいと思います。

　キバナオウギは日本ではあまり知られていない薬用植

物ですが、漢方では重要な生薬とされ、中国の古い医学

書『神農本草経』には、上薬して収載

されています。それによると「 癰 、
よう

 疽 、久しく
そ

 潰  敗 せる
かい はい

 瘡 の
そう

 膿 を排し、痛
のう

を止める。大風 癩  疾 、五痔、
らい しつ

 鼠瘻 には
そろう

虚を補ふ、小児のあらゆる疾病」と記

してあり、その意味は、「皮膚の表面に

でる“よう”とか“そ”という腫れも

のや、久しく治らない潰瘍のように

なった瘡という病気の膿をとり、痛み

をやわらげる。ハンセン氏病のような

病や、痔の病、リンパ腺腫のような腫

れものを治し、虚弱なものを補い、小

児のいろいろな病気に用いる」という

ことです。この条文を見ると、化膿性

の皮膚病や皮膚の粘膜疾患に用い、体

力が衰弱して、消化器系や呼吸器系の

機能低下が著しい時や、体力のない子

供の病気に有効であることがわかりま

す。

概要：キバナオウギ（Astragalus membramaceus）はマメ
科（Legminosae）の植物で、漢方では根を乾燥したもの
を 黄  耆 といい、主に止汗、利尿、強壮薬として用いま

おう ぎ

す。キバナオウギは別名タイツリオウギとも呼ばれ、牧

野植物図鑑ではこちらの名を採用しています。その理由

は、「種子の入っているサヤがふくれて垂れ下がっている

状態が鯛を釣り上げたように見えるから」だそうです。

　また生薬名の黄耆の由来について『本草綱目』の著

者、李時珍が、“耆”という字には“長（すべてのものの

長）”の意味があり、この生薬の色が黄色なので、補薬

としての長だから名付けられたといっています。漢方で

は、患者の生命エネルギーが不足したときに起きた病気

に対して、これを補う目的で用いるものを補薬（補剤）

といいます。また、邪気（病気の元）を体外に排除する

目的で使用するものを瀉剤といいます。補薬として用い

られる代表的な生薬が黄耆、人参、乾姜、附子です。瀉

剤としては大黄や麻黄が有名です。さらに人参（朝鮮人

参のこと）と黄耆は類似した作用をもち、両方が配合さ

れた漢方方剤を 人  耆  剤 といって疲労と倦怠を訴え、胃腸
じん ぎ ざい

機能が低下した人に適用します。

成分：フラボノイドのフォルモノネチンやイソフラボン

の誘導体カナバニン、サポニンとしてアストラガロサイ

ド類、γ-アミノ酪酸などが含まれています。
薬理作用：イヌやネコに対して血圧降下作用があり、成

分のγ-アミノ酪酸にその作用があると考えられていま
すが、サポニン類も関係しているようです。また、成分

のニコチアナミンにアンジオテンシン変換酵素阻害活性

のあることから、これも血圧降下作用に寄与していま

す。さらに、ラットやマウス、人でも利尿作用が認めら

れ、腎不全モデルラットを用いた腎不

全改善効果が報告されています。抗炎

症作用や抗アレルギー作用、免疫賦活

作用、強壮作用、記憶改善作用もあ

り、まさに元気を取り戻すように、ま

た、失われたものを補うように作用し

ます。これらの作用の報告は、ほとん

どが実験動物を用いた結果です。日本

では薬草単独での臨床データはありま

せん。このことが薬草の現代医学的信

頼度を低くしている原因です。一方、

中国では、処方例が古い文献にまとめ

られています。それには以下のように

詳細な用い方が記載されています。自

汗の治療、身体が重く汗が出て悪風す

るものの治療、化膿した疽の治療、背

中にできたよう疽の治療、足の爪のそ

ばの肉が赤くなったものの治療、消渇

の治療、老人の便秘の治療、小児の尿閉の治療など、た

くさんの治療法が書いてあります。

　薬草の効果の根拠は経験的なものと動物実験によるも

のなどがあります。さらに、古典といわれる千年以上前

の記述をそのまま効果として伝えているものもありま

す。古い記述は、薬効を鵜呑みにすることはできません

が、現代科学で実証するための参考にはなります。この

ような実証された薬効と、いい伝えの薬効を区別できる

ように、「薬になる植物」を通して、情報提供していきた

いと思っています。キバナオウギについては、いくつか

の成分の作用は分かってきましたが、生薬としての効果

はまだまだデータが足りず正確には評価できません。腫

れものを治し、滋養強壮にはよいだろうというくらいは

推測できますが、これからの研究に期待したい薬草で

す。　　　　　　　　　　　　（理化学部　笠原　義正）

允

薬になる植物（８８）オウギについて

オウギ

「牧野新日本植物図鑑」より


